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ルが不十分な患者に Siを追加したが、HbA1cの改
善とともに体重や TGの減少も認め、同時にインス
リン量や併用 OHAも減らすことができた。

P3-51.
地域病院における 1型糖尿病患者への Sensor 
augmented pomp導入の実際

（戸田中央総合病院 : 初期臨床研修医）
○神田　遼弥
（戸田中央総合病院 : 一般内科）
　楊　　傑仲、藤村　佳世、池内　佑一
　石川　卓也、藤田　知子、田中　彰彦

【背景・目的】　DCCT/EDIC試験等の臨床試験が示
されたことで、1型糖尿病患者の血糖コントロール
の重要性は広く知られるところとなった。もはやイ
ンスリン治療により 1型糖尿病患者の生命を維持す
ることは前提となり、治療の主眼は合併症予防と
なった。糖尿病治療を行う医療従事者にとって、合
併症予防が至上命題の相を呈している。しかし、イ
ンスリン分泌能が枯渇している 1型糖尿病患者の血
糖コントロールを長期間維持することはしばしば困
難を伴う。コントロール悪化の代表的な原因は、イ
ンスリン必要量の時間変動と日常生活における治療
負担である。解決策として近年、欧米を中心にイン
スリンポンプや持続血糖モニタリングシステムな
ど、様々な医療機器の開発が進んでおり、糖尿病患
者にとって福音となっている。既に海外臨床試験は、
従来法である自己血糖測定＋インスリン頻回注射群
と比し、新たなデバイスを使用したインスリン治療
の優位性が示されている。優位性が示され症例数も
多いことから、米国でのインスリンポンプ導入率は
1型糖尿病の 40%に迫る。一方、本邦では 5～10%
にとどまっているとされる。普及が未だ広がらない
一方でデバイスの発展は進み、インスリンポンプに
持続血糖モニタリングシステムを一体化させた
Sensor augmented pomp（SAP） が 2015年 2月に国内
でも承認された。既に海外では SAPの長期成績が
報告されており、頻回インスリン注射群と比して優
位性が証明されている。
　こういったデバイス導入の診療報酬が低かったこ
とは元より、専門性や認定基準など大病院以外での
導入ハードルの高さが、我が国における普及の足か

せとされている。今回、当院において SAPを導入
する経験を得た。その実際を共有することで、大学
病院とは異なる環境における 1型糖尿病患者治療の
課題と方向性を探る。

P3-52.
骨折治療に対する間欠的電磁場刺激の至適条件
の検討
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　近年、遷延治癒骨折や難治性の偽関節治療に物理
刺激の有用性が示唆されている。物理刺激には超音
波、電磁場、圧迫、温熱などがあり、超音波および
電磁場による骨折治療は保険適応である。超音波は、
1日 20分間骨折部に当てることで骨癒合の促進が
実証されているが、骨折部に局所的に照射する必要
があること、また深部には行き届きにくいといった
欠点があり、その適応は限られる。一方、電磁場は
骨折部位に対し広範囲に、さらに深部への効果が期
待されるため、多様な骨折形態に対する治療応用が
可能と考えられるが、1日 8時間と長時間の連続照
射が必要であることが問題点としてあげられる。そ
こで我々は、間欠的電磁場刺激の至適条件を検討す
る。これまで当教室において、前骨芽細胞様細胞株 
（MC3T3-E1）に対する電磁場刺激による骨芽細胞
への分化応答についての基礎研究を行ってきてお
り、刺激時間・頻度・刺激パターンの至適条件を検
討し、近年、間欠的刺激の有用性を示唆する結果を
得た。本研究では、刺激を与える細胞として、従来
用いてきたMC3T3-E1細胞株に加え、マウス頭頂
骨由来の初代骨芽細胞およびヒトの間葉系幹細胞を
用い、より臨床に近い実験条件を試みる。間欠的刺
激の効果については、骨芽細胞の増殖および分化
マーカーを指標に行う。また、電磁場刺激により活
性化される細胞内情報伝達経路として知られる
mTOR （mammalian target of rapamycin）およびその
上流下流のシグナル伝達タンパク質のリン酸化を
Western blot法により評価する。今回は、骨折治療
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